 未来を託す子どもたちへ－「学ぶ」目的  　
『誡子書』　諸葛亮孔明

夫君子之行 静以修身 倹以養德

非澹泊無以明志 非寧静無以致遠

夫学須静也 才須学也

非学無以広才 非志無以成学

滔慢則不能励精 險躁則不能冶性

年與時馳　意與歳去 遂成枯落

多不接世 悲守窮盧 将復何及！


『誡子書』　諸葛孔明　
『誡子書』（子を誡める書）（読み下し文）
｢それ君子の行ひは、
静以て身を修め、
倹以て徳を養ふ。
澹泊(たんぱく)にあらざれば、
以て志を明らかにすることなく、
寧静にあらざれば、
以て遠きを致すことなし。

それ学は須く(すべらかく)静なるべく、
才は須く学ぶべし。

学ぶにあらざれば、
以て才を広むるなく、
志あるにあらざれば以て学を成すなし。

滔慢なれば則ち精を励ますこと能はず、
険躁なれば則ち性を治むること能はず。
年は時と与に馳せ、
意は日と与に去り、遂に枯落を成し、多く世に接せず。
窮盧を悲しみ守るも、将た復た何ぞ及ばん。」 

『子を誡める書』（現代語訳）
「人の上に立つ者となるべき行いは、
じっくりと構えて自分を練磨し、
何事にもよらず控えめに振舞い、
人の模範となる行動を身につけることである。

無欲でなければ、
大志を保つことはできないし、
また、じっくり構えなければ、
大きな事業は成し遂げられないものだ。
じっくり構えることで学ぶことができ、
才能は学ぶことで開花する。

学ぶことを怠ったのであれば、
才能を高めることもできないし、
大志を失ったのであれば、
ついに学問が完成することはないのである。
人を見下す気持ちがあったのでは、
自分を奮い立たせることもできないし、
心に落ち着きが無ければ、性格も浮ついてくる。
時が経つのは早く、あっという間に歳をとる。
それとともに気力・体力ともに衰えて、
世の中との関わりも少なくなっていく。
そうなってから慌てても、どうにもならない。」
朱子学において
自己修養から始めて多くの人を救済する政治へと段階的に発展していく儒者にとっての基本綱領が示されているとして重要視された。

その内容は
「明明徳」「親民」「止於至善」の三綱領

「格物」「致知」「誠意」「正心」「修身」「斉家」「治国」「平天下」の八条目
古代中国の伝統文化を三千年の長きにわたって支え続けてきたのが“
古之欲明明徳於天下者先治其国，
欲治其国者先斉其家，
欲斉其家者先修其身，
欲修其身者先正其心，
欲正其心者先誠其意，
欲誠其意者先致其知，
致知在格物。
物格而後知至，
知至而後意誠，
意誠而後心正，
心正而後身修，
身修而後家斉，
家斉而後国治，
国治而後天下平

古代において
公明正大かつ美好な徳行を天下に明らかにしようとする者は、
先ず自らの国家を善く治めなければならない。
国を善く治めようとするならば、
先ず自らの家庭を整え健全にしなければならない｡
自らの家庭を整え健全にしようとするならば､
先ず自らの修養を高めなければならない。
自らの修養を高めようとするならば、
先ず自らの心（心志）を端正にしなければならない。
自らの心（心志）を端正にしようとするならば､先ず自らの心意を誠実にしなければならない。
自らの心意を誠実にしようとするならば､
先ず正しい知識を獲得しなければならない。
正しい知識を獲得しようとするならば､
先ず事物の理（原理、道理）を究めなければならない。
事物の理（原理，道理）に精通することによってこそ
初めて知識の真諦を理解することができる。
知識の真諦を理解することができてこそ
初めて心意が誠実になる。
心意が誠実になってこそ
初めて心が端正になる。
心が端正になってこそ
初めて自らの修養を高めることができる。
自らの修養が高められた後にこそ
初めて家庭を整え健全にすることができる。
家庭を整え健全にしてこそ
初めて国を善く治めることができる。
国を善く治めることができてこそ
初めて天下を平和に安定させることができる｡

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　以下皆みな様からの学びです。ありがとうございます。
2010.3.18
日本人の心に陽明学がいかなる役割を果たしたか。


予備知識として儒学・陽明学の考えとは


儒学においては四書五経(‘論語、孟子、大学、中庸、易経、詩経、書経、礼記、春秋)が聖典になっている。


なかでも新儒学(朱子学、陽明学)にとって


『大学』は最も重要なテキストであり、


何のために学問をするかを明らかにした書物であり、


宋代の朱子も明代の王陽明も四書五経の中でも『大学』を最も重要な書物としている｡ここには儒学の真髄が書かれている｡�儒学の目的は学問によって人民を救うこと。


儒教(儒学)は仏教やキリスト教と違って｢政治の学問｣であり、いわゆる宗教とはかなり趣が異なり、どちらかと言えばプラトンやソクラテスのようなギリシャ哲学に近い。


人間はどのように生きるべきか、


そして、我々が作っている社会をどのようにただしていくのかを議論しているのが儒学であり、この立場を明快に示しているのが『大学』である。『大学』では、まず学問を行う目的を述べる。


大学の道は、明徳を明らかにするにあり。


民に親しむにあり。


至善に止まるにあり。　　　　　　　　　　　　これが儒学の基本。


すなわち、学問を行う目的はかつての周時代の名君であった尭や舜の行った徳治政治を現実の政治のうえで実現することにある。そして、人民に親しむことであり、社会を完全な善の状況に留めることである、と明快にその立場を示す。


しかも、学問は大衆にも及び、


最終目的は｢善｣、すなわち、道徳の支配する理想状態なのである。





子曰、


吾十有五而志於学。


三十而立。


四十而不惑。


五十而知天命。


六十而耳順。


七十而従心所欲、不踰矩。





先生はおっしゃった、�私は十五歳で学問に志し、�三十歳で自立した。�四十歳で狭い枠にとらわれないようになり、�五十歳で天命を知った。�六十歳で人の言うことを逆らわないで聴けるようになり、�七十歳で心の欲するままに任せても限度を超えなくなった。　　　　　　　　孔子『論語』　為政より





陳寿は、孔明についてこう書いている。


「国家のために働いた者には、仇であっても恩賞を与えた。法を犯す者は、身内でも罰した。罪に服して反省する者は重罪でも釈放したが、言い逃れようとする者は微罪でも処罰した。


善行はどんなに小さくとも必ず賞したし、悪はどんなに小さくとも必ず罰した。


かくして国民は皆、彼を敬愛した。厳しい刑罰にもかかわらず、誰も彼を恨まなかったのは公平無私だったからだ。まことに政治の何たるかを知っていた大政治家であり､管仲(かんちゅう)､蕭何(しょうか)に匹敵する｡｣


蜀の丞相（首相）であった孔明も、その生活ぶりはいたって質素だった。彼は、皇帝劉禅（りゅうぜん：劉備の子）に次のように話したという。


「私は成都に桑800株、薄田15頃（けい）を持っています。これだけあれば子弟の衣食には事欠きませんし、この他に財産をたくわえて陛下の負託にそむくようなことはありません。」


孔明の死後遺産を調べたら、その言葉どおり、他に財産らしきものはなかった。


また子孫に「良き宰相（政治家）になれなければ、良き医者になれ」と教えた。


　諸葛孔明の真の姿は、天才軍師ではなく、大政治家だった。そしてなによりも、劉備と蜀のために尽くした高潔な人格は、これからも多くの人々を魅了し続けるだろう。








ルイ・アラゴン


「学ぶとは誠実を胸に刻むこと、


教えるとは未来を共に語ること








